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「牧師の持つべき資質・モラル＆常識

一健全な教会を建てるためのバランス感覚一」

東部中会 引退教師

豊川修司 宇都宮教会代理牧師

１ 講演内容一 牧師の資質・マナー＆常識 一

第 ７０回定期大会終了の翌日１６日、 神戸改革派

神 学校の 要請で終日講 演をいたしました。 企 業人

生 ３４ 年、 長老 職 ２６ 年、 牧 師１５ 年 間 の 経 験 から、

神 学生に牧会の 実 際的な心構えを語るためです。

講 演 の 狙 い は、
「神 学 生 が 牧 師 に なった 際 に、

社

会人の基 本的なことを理 解しておらず、 教会を混乱

に落とし入れることがある。 これらを回避するため

企 業の新入社員訓 練のように実 践に役立つ基本的

マナーを会得し、 本来の福音宣教の業に遙進でき

る牧師を育成する」 ことにあります。

講 演資料は、 東部中会機関紙 『まじわり』（２０１３

年 ８ 月号） に投稿した 「牧師の資 質・モラル＆常

識一信 頼を得るための牧師の日常的点検 一」 を用

いました。 主な内 容は①牧師に求められる基本的

な資 質、②金 銭感 覚、③異性 感覚、④公 私混同、⑤

言 動 ・ 態 度、⑥ 時 間 感 覚、⑦コミュ、ニケー ション、⑧

総合力 （バランス感覚） についてです。

２ 講演 内容 一教会トラブルの未然 防止一

一 方、 牧師 は 現 実の 牧会 の 現場で は、 主に御

言葉の解き明かしが働きの中心ですが、 実 際は人

に関係する内容が多く、 それだけに人を理 解するカ

や対応が重要です。 時には相互の考えの食い違い

や人間 関係でトラブルに発 展することがよくありま

す。 牧師の言葉や行いによってキリストの 教会を悲

しま せることもあります。 そこで、
教 会 に はトラブル

匙撫懸灘灘騨融＿，灘＿黙＿ 灘 ＿欝蟹＿

があることを前提 に、 これを客観 的にかつ建設 的

に研究し、 事例から教訓を学び、 トラブルを未然に

防止することが大切です。

講演 資料は、「牧会事例研究報告」（１９９８年２月

東部中会 連合長老会発 行） を用いました。 筆者ら

が長老 時代、 助言教 師を立てて実際に起こった教

会トラブル を研 究したもので、 原 因
・ 解 決 策 ・未 然

防止策を提示しています。 教会トラブルで牧師に原

因 するも の は、：コミュニ ケー ション不 足、 小 会 運 営

の 未 熟さ、 牧 師 の 資 質 など
が ありま す。 また、 小

会で解決できない内容 は、経験ある教 師に相 談し、

助言を受けることが望ましいのです。

３ 神 学生に期待すること

結 論的 には、 教会 の 健全な成 長は牧 師 の人 間

性 向 上 が 鍵 です。 以下 の点 に
心 掛 けてみましょう。

① 傲慢にならず 謙遜の限りを尽くす。

②人としての常識とバランス感覚を持つ。

③ 一人で 抱えず、 報 告 ・ 連 絡 ・相 談をする。

④ 中会内で相談できる教師を持つ。

⑤ 疲弊しないようにストレスと上手く付き合う。

４ 備考

１と２に記されています資料をご希望の方にお届け

します。 今の時 代こそ 新人牧 師の みならず全 牧師

また全役員が読まれることをお勧めします。

（ 連 絡 先 ｓ－ｔｏｙｏｋａｗａ＠ｍｂｎ ｍｆｔｙｃｏｍ ）
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久 期伝道報告

聖鉾 和 蹄 益屋伝道所 一 ．
新潟伝道所

鈴藤台教会離糠会 藤
耀 搾教会

● 中津川教会 せんげん台教会
　 　 　

青葉台キ！ｉスト教会●
横浜敏会

●

本科生２年生

大宮季三
（お お み や すえ ぞう）

西部中会 大阪教会
駁
凹‘

私の最初の夏期伝 道は、 ２ヶ月間南 四国伝 道会

に遣わされました。 高知県安芸 市にある芸陽教会

で生 活をさせて頂きながら、 芸 陽教会での奉 仕を

中心に高知 県下の７つすべての改革 派教会、 伝道

所 （芸 陽 教 会、 高 知 教 会、
久 礼 伝 道 所、 南 与力

町 教 会、宿 毛 伝 道 所、 土佐 清 水 伝 道 所、 山田 教 会）

で主の日の奉仕をさせて頂きました。
主 な奉 仕 内 容 は

、
朝 拝
、
タ 拝 のメッセ ージと木 曜

日の １９ 時半から行わ れております聖書 研究祈祷

会 の 奨 励 でした。 その 他、 二 つ の キャンプ に 奉 仕

者として参加させて頂きました。

私は、この夏期伝 道で始めて「毎週み言葉を語る」

という経 験をさせて頂きました。 夏期伝道に行く前、
「今の自分 が、 その奉 仕を成し得ることができるの

か」 と非常に心配していました。 それ は日々 「み言

葉を語る準備のための生 活」 をする、 ということを

「
購

蕪

意味します。 み言葉と向き合う中で、「み言葉を語る」

という責務の大きさと難しさを改めて身にしみて感じ

ました。 そして、
「み 言 葉を 語る」 という働き の 中で

大きな恵みを受けることがゆるされました。

私 はこれまで 「召命」 という言葉を、 広く漠然とし

た 意 味で 捉 えて いたように 思いま す。 しかし、 一つ

一つの働きに神様からの召命 があるということ、 そ

して、 そこに 神 様
が 豊 か に 働 い てくださり、 恵 み を

与えてくださることを感じました。 自分 の無力さを痛

感させられながら、「宣教は神の力によって拡 がっ

ていく」 ということを実 感 致しました。

／
一で

駕

’…ナ

…
に

∵一 鐵 躍躍議壷議

一つ 一つの奉 仕 に対して 「この奉 仕 のために自

分はいるのだ」 と、 与えらた奉 仕に忠実に向き合う

ことができるように、 備えのときとしての神 学校で学

ぶそれぞれの 時間を大切に過ごして参りたいと思い

ます
。
多くの方 々の 祈りと励ましと支 えにより、 神 様

に与えられたこの夏の働きが守られたことを心より

感謝申し上げます。

神戸改革派神学校校報 ２



夏期伝道派遣教会

● 六官季三 葺陽教会 ／ 南四国伝 道会

● 金田知朗 新 潟 伝 道 所

● 川栄智章 聖 恵 会 ／ せ ん げ ん 台 教 会

● 高内信嗣 せんげん台教会 ／ 横浜教会

● 小橋ロ貴人： 郡加 教 会

● 佐野直史 鈴 蘭台教会

● 佐野結子

● 韓相眞

● 古澤純人

● 三川共基

● サ エ ス テ’し

青葉台キリ７～上 教会

高松 東教会 ／ 北四国伝道会

園田 教会 ／ 中津川教会

宇都官教会

和田 山伝道所 ／ 六屋伝道 所

別科生 ３年 生

金田知朗
（か ね だともあき）

東関東中会 銚子栄光教会

幽

ー
醸

身
私 が７月と８月 の２ヶ月 間派 遣された新 潟伝 道 所

は、 埼玉県坂戸教会の所属伝道所として新潟 駅南

口から徒歩 １５ 分ほどの所にあり、 民家を借りた家

の中で礼拝を守っていました。 この地での夏 期伝

道 での 私 の主 な 活 動 は３つ ありました。 ま
ず
、
主 日

礼拝 の説教 奉仕と司 式、 次に毎週 水 曜日の祈祷

会
、 そ
してチラシ 配 布 でした。

主日の礼拝 の時、 上村委員がいつも朝９時半 頃

に教会へ来られ、 礼拝 後に礼拝 に来られた方々と

共に食事をするための準備をされていました。私は、
その 準備をしている傍らでヒムプレーヤーを使い、

賛美歌を何度も聴きながらその日の説教の心 備え

をし、 礼拝前の緊張 の中にありながらも何ともいえ

ない心 の安らぎを感じたことを今でも覚えています。

水 曜日の祈祷 会には、 上村委 員と客員の吉岡姉

が来られました。 聖書を共に学び、 お互 いの祈り

の 課 題 を出し合 い な が ら
、
祈 祷 を 行 いました。 共

に祈りの課題を出し合うことで、 お互 いの 祈りを必

要としている事 柄を共 有し合うことができ、 祈祷会

を通して交わりを深めることができました。 祈祷会

後、 お茶を飲み、 お菓子をいただきながら出た話

の中で、 昨年の７月に新潟 伝道 所が無 牧になって

以来、 中断していた祈祷会を再び実施できるように

なったことへの 喜びの声を聞くことができ、 微力な

がらも神学生として奉 仕できることへの 喜びと感 謝

の 思 い で いっ ぱ い に なりました。
また
、
教 会 案 内

のチラシ配布では、 坂戸教会の青年会の皆様も一

度 新 潟 に 来られ、 チラシを 配 布 して 下さいまし
た
。

８月の第１週には、 片岡先生と私の講壇交換という

ことで、 私が坂 戸教会の朝タの 礼拝の説 教を行う

機 会を与えられました。 礼拝 終了後、 坂戸 教会の

多くの方々から励ましのお言葉をいただいたことは、

今でも忘 れることができません。 昨年もそうでした

が
、 このように多

くの 方々 の 支えと励 ましの 中、 夏

期伝 道を全うできたことを何よりも主に感謝をしてい

ます。

３ Ｎｏ．８０ ２０１５ 年等２月



　本科生３年生川栄智章
（か わえともあき）

西部中会 神港教会

講

私 の夏 期 伝 道 は
、
７ 月 は広 島県 の 聖 恵 会、 ８ 月

は埼玉県のせん げん台教会に遣わされました。 聖

恵会とは、 重度の障害をもたれる方々の支援施 設

です。 しかし重度の 障害を持たれているのにも関わ

らず、 利用 者の皆 様 は本当に明るくてお元気に歩

んでおられました。 すべての事に不平や恨みをこぼ

すことなく、 神 様 が与えられている処でそれを積 極

的に受け入れ、 満 足し、 専 門的な仕事にも挑 戦さ

れ、 たとえ小さき 者 であっても、
神 様 の ため に 歩ん

でおられ る皆 様 の 姿 に本 当 に励 まされました。また、

それを日々支えておられる忠海 教会の兄弟姉妹 や

職員の方々の 深い配慮 にも心打たれました。 一人

ひとりの個性と賜物 が生かされるよう、 日夜 労苦さ

れておられ ました。 美しい忠 海 の 海と、
そして ＮＨＫ

朝ドラの 「まっさん」 の 舞台となった、 小京都とよ

ばれる竹原の日本情緒溢れる町並みに、 心癒され

て７月の奉仕を全うできました。 支えてくださった聖

恵会の皆様方に心から感謝申し上げます。

埼 玉 の せ ん げ ん 台 教 会 は
、 周 りに

高 校 ・ 大 学

があり、 また東京に勤める人々 のために団 地やマ

ンションが立ち並ぶ住 宅街の 中に礼拝 堂がありま

した。
学 生たち や お勤 め の 人 は、 毎 日 の ようにせ

んげん台教会 の横を通り過ぎながら生活を営んで

いました。 それだけに地域の人々の伝道の使命を

与 えら れ た 教 会 でした。 教 会 員 の 方 々 か ら、
必

ず教会にたくさんの人々と子供たちが訪れることを

夢見ながら、 神様の約 束を信じつつ、 信仰によっ

て 歩んでおられる様 子 が 伝わってまいりました。
一人ひとりとても明るくて、 それぞれの賜物を主に

捧 げ
、 互い に 仕 え合 い、 互 いに 声を か け合 って、

助け合いながら一生 懸命教会を建て上 げておられ

ました。 神 様がせんげん台教会を豊 かに祝 福して

くださるという確信を皆様との交わりを通して抱きま

した。 私 たち 家 族 を一 か 月 間 迎え 入 れ てくださり、

お交わりに加 えてくださったことを 心より感 謝申し

上 げます。

素釧

諸教 会の皆 様のお祈りに心からの感謝を申し上

げま す。 ７ 月 は 埼 玉 県 の せ ん げん台 教 会 に、 ８ 月

は神奈川県の横 浜教会に派 遣され、 奉 仕すること

が許されました。 派遣先が発表されてから、 祈りつ

つ準 備しました。 自分の器と賜物がどのように用い

ることできるのかを深く考えた期間でした。

第 ３ 学 期が無事に終わり、 すぐに夏期 伝道が

始まりました。 ７ 月 は 埼玉 県 の 猛 暑 の 中での １ヶ月

間でしたが、 せんげん台教会の教 会員の方々に暖

かく迎えられて、 体調を崩すことなく過ごすことがで

本科生 ２年 生

高内信嗣
（こうちしんじ）

中部中会 津島教会

』曾ｈ

きました。 せんげん台教会での１ヶ月 間は教会の

伝 道 の 歴 史 の 話 や、 教 会 員 の 方 々 の 証を 聞く

神戸改革派神学校校報 ４



ことができ、 これ からの 伝道と牧会 への 熱意 が燃

やされ ました。 ７ 月 は、
せ ん げん 台 教 会 の 夏 期 伝

道と同 時に、 南浦和 教会 においても奉 仕すること

ができました。 教会員の方々との良きお交わりに、

感謝いたします。 せんげん台教会 での夏期 伝道で

多くの恵みを受け、 すぐに ８ 月の横 浜教会での夏

期伝道が 始まりました。 横浜教会 は無 牧の期間 が

２ 年近くあります。 教会員の方々を励まし、 仕えて

いきたいという思いで奉仕に臨 みました。 しかしな

がら
、
私 自身 が

、
教 会 員の 方々 から

、 強
く慰 められ、

励まされました。 教会員の方々との交わりに心から

感 謝しておりま す。

この ２ヶ月間 は、 神学校での学びがなけれ ば決

して行うことができない期間でした。 同時に神学校

の学びでは知ることができなかったことも経験する

ことが できました。 ２ヶ月 間、
教 会 員の た め に 祈り

続け、 御 言 葉を説き明かしていく働きは夏期 伝道

に行くまで 分 からないことでした。 この ２ヶ月 間 は、

神 様の 御計画としか思えないほど私に必 要なもの

が備えられ訓 練された期 間でした。 この恵みを感じ

つつ、 これからも福音を大 胆に宣べ伝えていきたい

と願って おります。 ２ヶ月間、守ってくださった神 様に、

そして、 せんげん台 教会、 南浦和教 会、 横 浜教会

の皆 様に心からの感謝を申し上 げます。

本科 生２年生

小橋ロ貴人
（こ はしぐち た かと）

日 本 福 音 キリスト教 連 合

つ つじヶ丘 キリスト教 会

警饗

直郵ｈ
はじめに夏期 伝 道の 機会を与えてくださった神 学

校の 教職 員方、 受け入 れてくださった 那加 教会の

みなさま、 お祈りに覚えて支えてくださったみなさま

に心 から感 謝します。

私 は ７・８月の ２ヶ月 間、
中 部 中会 の 那 加 教 会（岐

阜県 ） に遣わされました。 代理牧師の橋谷先生と

は神学 校でのお交わりがあり、 奉 仕内容など事前

に相談することができて助かりました。 主な奉仕は

朝 拝、 午 拝、
水 曜 祈 祷 会 で の 奨 励 でした。 朝 拝

で は ガラテ ヤ 書、
午 拝 は ルツ 記、

祈 祷 会 で は 主の

祈りを扱いました。週に３つの御言葉の奉仕があり、
それらの準備に追わ れる日々を過ごしましたので、

基 本的には教会に閉じこもって ２ヶ月間を過ごしま

した 。

５ Ｎｏ．
８０ ２０１５ 年１２ 月



しかし感 謝だったことは、２ヶ月 の 間 に 多くの 方 々

との 交わりの時 が与えられたことでした。 那加 教

会には礼拝・祈祷会のほかにもいくつかの集会（家

庭 集 会、 ミズ の 会、 テモ テ 訓 練 会、 ハ レル ヤ 賛

美 会など） があり、 平 日にも信徒 の 方々 が教 会

に来られるため、 御 言葉の準備をしつつも、 兄弟

姉妹の交 わりに加わることができました。 ２ヶ月 間

はあっという間でしたが、 教 会の 豊かな交わりの

中で、 教 会 員の 方 々 やそのご家 族を覚えつつ、
毎週御 言葉の準 備をする。 そして講壇を守るとい

う働 きの 重 さ、 厳 しさ、
難しさを 経 験 することが で

きました。

翻
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妻 は、 教 会 の 諸 集 会 で の 交 わりに 加 えて、 執

事の 方々とともに教 会員 の方の お宅にうか がった

り、 施設に入られてる方のところに訪問したりして

くれました。 閉鎖 的な神学 校で生活している時よ

り、
生き生きしているように見 えました。

私たちの 夏期伝 道の 奉仕は至らないところばかり

でしたが、 あたたかく支えてくださった那加 教会の

皆さまに、 改 め て感 謝 したいと思 います。 そして、

神 学校での学 びが、 直接、 牧会 の現場に結びつ

くものであることを一層 心に留めて、 キリストの教

会と人々に仕えていくために、 今後 の学 びに取り

組 ん でいきたいと思って います。

本科生 ２年生

佐野直史
（さのな おし）

東部中会 東京恩寵教会

簿鷺霧

溜
』ｆｈ

主 の 御 名 を賛 美しま す。 私 は ７ 月、 ８ 月 と ２ヶ

月 にわたり、 西 部中 会の 鈴蘭 台教 会に遣 わされ

ました。 鈴蘭台教 会は神 学校と同じく神戸 市北区

に位 置します。 夏期 伝道としては 珍しく、 神 学校

にとても 近い 場 所で の 奉 仕 でした。 そ の た め、 私

は週の 前半 は神 学校で過ごし、 週の 後半 は鈴蘭

台 教会に住み 込みをさせていただきました。 私は

教 会に住 み込むことが初 めての 経験 でしたので、
新 鮮な体験でありました。 貴 重な鈴蘭台 教会での

時 間 を通して、 私 は 二つ のことを 学 びました。

一 つ 目 は、 主 に あ る 交 わ りの 素 晴らしさです。

鈴蘭台 教会は交わりに長けている教会でした。 私

が 最初 に訪 れた時 から、 教 会は 心 落ち着く居 心

地の 良さがあり、 笑いの浴れる雰 囲気に満たされ

てい ました。 私
は 初 めて の 夏 期 伝 道 で、 毎 主 日

ごとに体は疲 れてしまったのです が、 心 は平安に

満たされ、 癒されていくようでした。 何人もの教 会

員の方 が 「うちの教会 は居心地が 良い！」 とおっ

しゃっていたの が印 象的でした。 鈴 蘭台教 会を通
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して
、
主 の 平 安 の 中 でつくられる 「聖 徒 の 交 わり」

の素 晴らしさを肌で学ぶことができました。

二 つ 目 は、 御 言 葉 の 奉 仕 です。 鈴 蘭 台 教 会 は、

若い世代 やご高齢の 方々が多かったので、
「いか

にわかりやすく神様の 言葉を語るか」 ということに
一 週間とても頭を悩ませました。 その 過程で自分

の教理 の曖昧さを思い知らされ、 日々の学びの必

要 性を新た に実 感しました。 今 振り返ると、 至ら

ない点の 多かった奨励 奉仕でありましたが、 教会

員 の方 々 は暖 かい目で見 守ってくださり、 励まし

の言 葉をかけてくださり感謝しています。

このような現 場で 奉仕をさせていただくことは、

多くの 苦労 や反 省もありますが、 私にとって本 当

に 喜 び の 時 でありました。 こ の 経 験を 心 に 留 め、

新たに学びに励んでいきたいと思 います。 この 機

会を与えてくださった鈴 蘭台教会 の皆様をはじめ、

いつも神学校の歩みを支えてくださっている全 国諸

教会 の皆様、 そして神様に心より感謝申し上げま

す。

籔謹
烈 遭
、

別科生 ３年生

佐野結子
（さの ゆ いこ）

東 部 中 会 江 古 田 教 会 晶
７ 月 の １ヶ月 の 間、 東 部 中 会、 青 葉 台 教 会 に、

私を遣わしてくださいました、 憐 れみ深い神 様に感

謝します。 特 に神 学校では初めて、 女子 神学生に

夏期 伝道の 奉仕 の機 会を与えられまして、 受け入

れてくださいました、 教会の兄弟姉妹と山村 貴司先

生 に、 心 より感 謝 申し上 げます。

午 後礼拝と朝 拝の奨励、 祈祷会の 学び会、 日曜

学校でお話を担 当しました。 講 壇 から女 性の声が

流 れてくる、 そ れ だ け で 新 鮮 だという、 感 想を いた

だ き
、 ほ
か にも多く励 ましをい た だきました。 神 学

生に 取りましては、 日ごろ神 学 校 で習ったものを

実際に表現していく場を与えられることと、 現場で

しか 習えな いこと がありました。
教 えられたことは、

３ つ ありま す。

一つ は、 説教づくりの １ 週間の 流れをつか むこ

とが 出 来 たことです。 週 の 半 ばまで は、 じっくりテ

キストと向 き合 い、 釈 義 のメモを取りながら、 この

テキストが何を教えたい のかを発 見するまで、 繰

り返し読 み黙 想しました。 そして後 半、 説教テー

マを絞り、 原稿に向かいます。 まだまだ自分の表

７ Ｎｏ．
８０ ２０１５ 年１２月



塾

鏑

「
・

、

麟

露

野

難

匹

「
厚

室
』
．

　

熱

〉
∴

；

５

瓢
．庵

現 に なって いな いも ど かしさを 感じました。 ま た、

基礎となる教義学、 聖書学、 共に未熟さを示され

ま し た。

二 つ 目 は、 祈 祷 会 で の 学 びで は、
歴 史 神 学 の

古 代 史 から、 グノーシ ス 主 義 に つ いてと、 ア
ウグ

スティヌスに つ いて の 短 い お 話を、 図
やレジュメを

用 いてしました。 信 徒の皆様と近い距離で、 質問

も多く出 て、 興
味 を 抱 い てい た だきま した。 理 解

と共 に
、
私 たち の 日 常 生 活 に 適 用 す るた め に は、

私 自身、 更に知識を深め、 自 分の言葉で相手 に

わ かりやすく伝える努力をしなけれ ばならないと思

いました。 また、日 曜 学 校 では、特 にミッションスクー

ル に通っている 多くの 中 学 生たちに、 短 い 時 間 で、

福音を語り伝えることが出来るか、 試されました。

三つ目は、 入院 先へ のお見舞いを通して、 魂へ

の 配慮を実 際に体験し、 その方の目線に 立って傾

聴 し、 共 感 することの 大 切さを学 びました。 感 謝し

つつ、 主 の召しに 応えて いきた いと思 います。

量

本科 生２年生

韓相眞
（ハンサ ンジン）

西部中会 鈴蘭台教会盈
夏の２ヶ月間、 高 松東教会を中心にして北四国の

六 つの教 会で夏期 伝道 奉仕をさせていただきまし

た。 高 松東教 会では 八回の水 曜祈祷 会、 六回 の

主 日 礼 拝で の 奉 仕 でした。 そして、 丸
亀 伝 道 所 で

の 三 回 の主 日 礼 拝、 ま た 徳 島 教 会、 善 通 寺 教 会、

岡 山西 伝 道所、 高 松教 会での主日礼 拝奉 仕 でし

た
。

私 にとって 初 めての 夏 期 伝 道 だったの です が、２ヶ

月間の奉仕を通して感じられたのは自分の 「足りな

さ」 でした。 教 会に仕えるためにはさらなる準備が

必要であることを肌で感じました。

今 回 の夏 期 伝 道 において、 個 人的 に 二つ の目

Ｅ

鴛
建 調

的 を持って 臨 みました。
一つ は 教 会 に仕 えることで、

もう一つは教会に学ぶことでした。 教会に仕えるこ

とで、
主 に 説 教 の 奉 仕をさせ ていただきました。 最

初、 私 には日本語で週二回の奉 仕ができるものか

という心配 がありました が、 主の助 けによって何と

か全うすることができました。 感謝です。 次は教会

に 学 ぶ ことで
、
多くのことを学 ばされ

、
ま だ 日 本 の

教 会 に慣 れていない 私にとって良い 機会 でした。

教 会の牧師館 に住みながら、 近所 の人たちとの関

係、
また
、 伝
道 をするならどのような 方 法 が ある か
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などをいろいろ考え、 試してみる良 い時間を持つ

ことができました。

特によかったのは、 北四国にある諸教会に訪問

するチャンスが与えられ共に 礼拝し、 また交わり

を通して良き学びの 時が与えられました。 北四国

の諸教 会での 奉仕を通して感じられたことは、 皆

し 嫡 ，

様 が 神 の教 会を愛し

ておられ ること、 また

教 会 の ため に多くの

奉 仕を捧 げておられ

ることに感 銘 を受 け

ま した。

２ケ月 間の短い奉 仕

の 中 で、 自 分 の 足り

なさが分 かるようにな

り
、
感 謝 で し た。 残

りの 神学 校での時 間

を用いて不足しているところを満たしていきたいと思

います。 今 回の夏 期 伝 道を無 事 に終えるように、

祈りと忍耐を持って 支えてくださった高松 東教会を

はじめ、 北四 国伝 道会 の諸 教会の 皆様 に感謝を

いたします。

本科生 ３年生

古澤純人
（ふるさわ すみ と）

東部中会 上福岡教会

毒 藁

ゑ箆』

７月 の夏 期 伝 道 は、 園田
教 会 に 遣 わされ ました。

会員の多くが教会の近くに住まわれており、 タ拝に

も出席 者が多 い教会 です。 午 後 に集会 がなくとも

教会に残り、 タ拝まで懇談して主の日の交わりを楽

しんでおられるの が印象 的でした。 奉仕 は毎週 の

主 の 日の 朝 拝 とタ 拝 の 司 式 と説 教
、
子 ども説 教

、

水 曜祈祷会の奨励と聖書を学ぶ会の司会 が主なも

のでした。 そして神 学生の証と教 会 学校でのお話

が一回ずつありました。 このように御言葉の奉仕 が

中心でありました。 そのすべての集会で 「ヨハネに

よる 福 音 書」 を 通して、 イエス・キリストに よって示

された御業と教えについて教会の 皆様と共 に学 び

ました。 園田 教会の皆 様は忍耐をもって 説教を聞

いてくださり、 神学生の拙い奉 仕をあたたかく見守っ

てくださいました。 牧 師 の 働き はどのようなもの か、

実践を通して鍛えていただきました。

８月の夏期伝道は、中津川教会に遣わされました。

山に囲まれた宿場 町の趣 が残る町並みの中で１８９２

年に伝 道が始まった歴史の長い教 会です。 夏期 伝

道に赴く直前 に長老の一人 が召されたということを

知りました。 そこで主 による 慰め を祈りつ つ、
「フィリ

ピの信 徒への手紙」 から、 キリストにある喜びと教

会の 一致について共に学 びました。 奉仕は主の日

の司 式・説教と祈祷 会へ の出席、 会 堂管 理 や週

報 作成 が主なものでした。 中津川 教会 の会堂 は、
２００９ 年に新築され、 落ち着きと解放感 が得られる
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きれいな会堂で、 会員の皆様 が精いっぱい維持・

管理していこうとしておられます。 そのために週 日

も教 会を訪 れてくる方が 何人もいらっしゃり、 「教

会に住んでいてくれるの が嬉しい」 と喜んでくださ

いました。

それぞれ地域性も規模も構成も求められることも

異 なる教 会を経 験 させていただきました。 また、

夫婦で夏期伝 道を経験することができたことも貴重

なことでした。 心構えも実践も両方教えられました。

両教 会の皆 様との出会いと交わりを与えてくださっ

た主 に感 謝しま す。

本科生 ２年生

驚
三川共 基 議．

離論会』瓠
私 はこの夏、 宇 都 宮教 会にて奉 仕をさせていた

だきました。 夏期 伝道の奉仕 は大きく二つありまし

た
。
一つ目 は 教 会 内で の 奉 仕で、 主日 礼 拝 の司 式

と奨 励、 週一回の 祈祷会での奨 励、 サマースクー

ルです。 主日礼拝ではフィリピ書から奨励を行いま

した。 駆 け足 に なってしま いました が、
最初 から最

後まで連続 講 解することができました。 祈祷 会は

主の祈りの学 びを行いました。 普 段よく口にするこ

の 祈祷をより深く知ることができ、 私自身良き学び

となりました。 サマースクールは近 隣の 子どもを教

会へ招く目的で行われましたが、 残念ながら新しい

子 は一人も集 まりませ んでした。 た だ、 会 員の お子

さんが一人来られ、 祈祷会後の時間に会をもつこと

が できました。

二つ目は大中会関連での奉仕です。 具体的には、

東 部 中 会 ヤ ングサ マー バイブル キ ャンプ （８／４－６）、

全 国 高 校 生 キ ャンプ （サ マ ー デイ ズ、 ８川 一１４）、

東 仙 台 ＆ の ぞみセンター サマー キャンプ （８／１８－２０）

です。 いずれも元気あふ れる子どもたちと触れ合う

ことを 通 して、 多くの 喜 びと励 ましを 受 け ました。

何よりも子どもたち が神 様と真剣に向き合う姿を見

ることの できる 特 等 席 に 座 れ たことを 嬉 しく思

います。

審
熱

ヤ

箒

夏の 間、 主と向き 合う時 間 を 多く取ること
ができ、

自身の召命にも向き合うことができました。 主との

対話を通して、 牧 師になる召命を受けたことを改め

て 実 感 し
、
鼓 舞 さ れ る 時 を 過 ご しま した。 た だ、

思いは強いのです が自分の勉強不足を痛感したの

が現 実です。 神学 校に戻った頃、 自分がまだ学び

の中に置 かれていることに心からの 喜びを感じまし

た
。 ま
だ 私に は 時 間 が あり、足りな い部 分を 補える、

きっと成長 できる、 と思うこと
が できた からで す。 夏

期 伝 道 を経て、 多くのことを学
ばされ ました。 今 は、

主に与えられた 恵みを糧とし日々の 学びに精を込

めることが一番の喜びです。 これからも主に仕える

者として整えられていくように、 祈りつつ励んでいき

た いと思 います。
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別科生 ２年生

ラ｝（ユン）エステ ル

西 部 中 会 園 田 教 会

私 は７月 は和田山伝道 所、 ８月は大屋伝 道所に

遣 わされました。 現 在、 両 伝 道 所 は今 後 １０～ １５

年を目途として一つの 教会となることを目指していま

す。 再び一つの教会を建て上げようとする大切な時

期 に、 学 びと奉 仕 の 機 会をいただけ たことを改

めて 感 謝 に思 います。

この ２ヶ月、 私が夏期伝道を通して特に学ばされ

たこと は、 教 会 の 歴 史 に つ いてで す。
一 つ の 教 会

には固有の歴史があり、 その歴史を歩んでこられた

信 徒の方々の声があります。 当たり前のことですが

そ の 重 み につ いて、 今 回、 様 々 なことを考 えさせら

れました。 その声 に耳を傾け、 そ の声の 背後にあ

るものを 理 解 し、 受 けとめること。 私 に はそ れしか

できないのですが、 むしろ、 それが 私の夏期伝 道

での一つの大きな奉仕だったように思います。

先 日、 ある
ご婦 人 が ふとした 折 に、 私 にこのよう

に言わ れました。 牧師という仕事は誰にもいえない

人の 深い心 の問 題を耳 にすることの 多い仕事で、

誰 にも言えない、 教 会 員 同士 にも言えな い、 そん な

心の重荷を信徒からつまびらかにされる時というの

が あ る。 そん なとき、
受 け止 めて、

誰 にも言 わ ず、

神様にとりなしの祈りを捧げ続ける、 それ が牧 師の

仕 事 のタフなところです、
とのこと。

私は、 ほんの ２ヶ月だけの奉 仕者に過ぎません

でしたけれど、 それに似た経験をしたのだと気付か

されました。 諸教会 の先生方の働きのために祈る

必要を覚えたと同 時に、 私自身もまた、 神 の御前

にとりなしの祈りを捧げることが生涯、 伝道者として

働く者の使命であることを教えられました。

貧しい奉 仕ではありましたけれど、 主の日の度ご

とに． 神の変わらぬ御 言葉の恵みを分かち合うこと

が 許さ れました。
「良 いも の み な、 神 から来る。 そ

の 深 い 愛を ほ め た たえ よう （ 讃 美 歌 ２１、 ３８６）」。

働く者の手の 労の報い は神から来る。 その働きの

完成 図を今 はまだ見ることができないのですけれ

ど、 これ からの 両 伝 道 所の 歩 み に期 待しつつ、 祈っ

て いきたいと思いま す。

１１ Ｎｏ．８０ ２０１５ 年１２ 月



囲 神学校スポーツ交流会
《

１０月１９日（月）に神 学校スポーツ ールをフリスビーでするようなもの ションなど学びの交 流もしてみた

交 流会 が開催されました．この行 で 柔軟 性のある布素 材を使うた いと思いました．神学 校の名前の
δ

事 は 関西 地 区にあるいくつか の めケガをしにくく、世代を超えて手 違いや教派の区別もよく分からな 《

神 学 校（関 西 聖書 学 院、関 西 聖 軽 にできるスポーツです。チーム いままでしたけれども、それ ぞれ

書 神 学 校、生 駒 聖書 学 院、大 阪 構 成は学 校で分 けず混 成にしま 召されている働きは異なるようで
納

聖書 学院・ 儲 聖書神 学校・神戸 した・参加 者１まゲームを重ねるに した けれ ども・ 判 ストのために・ 《
ル ーテル神学 校）とスポーツを通 つれて上 達していき、チーム内 の 主 の 教 会 の た め に、仕 え たいとい

しての 交流を図ろうというもので、 団結も強くなっていきました。参加 う同じ思いを持った方々との出会
《

十 数年 前から年に一度行 われて 者 全員と関わることはできなかっ いがありました。また、それ ぞれの

いるものです。今 年 は神戸改 革派 たかもしれませんが、個 別にある 神学 校についての紹介 があり、お

神学 校が準備と運 営を担当しまし いはチームごとに交 流することは 互いに特徴や近況などを知り合う 〆㍉

た
。
総 勢９０名 ほ どが 集 まり、午 前 でき たように 思 い ま す。準 備 の 段 ことが でき ました。今 後、それ ぞれ

《 ．に神学校 のチャペルで礼拝をささ 階 からできるかぎり学 校を超えて の 神学 校で 研鐙 を積 み、現 場で

げ、午後 に近くにある体育 館（北神 親 睦できるよう願い、全 体のプロ 再会できたらと願っていま・弘 《

戸田園スポーツ公園）に移 動して

体を動かし、主にある交わりを楽

しみました。

スポーツはドッヂビーという競 技

を 行 いました。この 競 技 はドッヂボ

グラムが組まれました。

他 教 派との交わり、それも神 学

生同 士の交流 は大変貴 重なひと

時でした。今 回は スポーツを通し

ての交 流でした が、
神 学 ディスカッ
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《
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「第１８回 神 戸ル ーテル 神 学 校・

神 戸改革派神 学校 合同神学シン

ポ ジウム」が、１１月６日（金）に 行 わ

れました。改革派神学校 からは教

員４名、神 学生１６名（特別研 究生

を含む）が参加しました。今年は神

戸ルーテル神学 校を会場として行

わ れましたので、普段とは 異なる

場所での 学びと交わりの時を楽し

めた ので はな いかと思います
。

今年のテーマは「信仰義認」でし

た。午 前 中 は、義 認 論 に 関しての２

つの発題 がなされました。最初 に

橋 本 昭夫 先 生（神戸ル ーテル 神

学 校 教 授） が 「Ｎ、Ｔ．Ｗｒｉｇｈｔの 義 認

論」と題して発 題されました。対神

学 生ということで、ライトの
”
Ｎｅｗ

Ｐｅｒｓｐｅｃｔｉｖｅ（ｓ） ｏｎ Ｐａｕｌ（
パ ウ ロ に

向けての新 視 点）”についての入

門的な内 容を中心 に、ライトの義

神藤禦峯縛遡
認論、それに対 するルター派 から

の批判を説明してくださいました。

次に正木牧人先生（神戸ルーテル

神 学校校長）が「義 認論」と題して

改革 派とルター派の 義認論をまと

めて発 題されました。ルター派で

は「義認の教理」が「他の教 理」と

混 ぜてはならないもの、「他 の教

理」に 先 立つも のとして、
大 切 に 扱

わ れていることが 説明され、ルタ

ー派神学の 強調点が改めて明確

になりました。昼食の交 わりの時

を挟んで、橋本先生の発 題に対し

て吉田校 長 が、正木先 生の 発題

に対して袴田教授 が、改革 派の立

場からそれぞれ応 答されました。

そ の 後
、
今 回 からの 試 みで、

神 学

生だけでグル ープに分 かれて意

見交換をする時間が設けられまし

た。１グル ー
プ５名 ほどで、

１時 間 弱

という短い時 間でした が、感 想や

晒Ｐ
鑛 講麟

意見を率直に話し合い、互いの立

場を学び合うよい 時となりました。

教理についての細かい議論にな

れば、改革派とルター派では内容

や強調 点に違いが見られます。し

かし、互いの 神 学を学 び合うこと

で、違 いを 理 解 すると同 時 に、もう

一度、自らの立場を顧みる機会と

なりました。教 派は異なっても同じ

御 国に仕える者たちとして、今後も

良き学びと交わりの場が与えられ

ることを願っています。

本科生 ２年生 小橋口貴 人

市川先生は長年、 神戸改 革派神 学校で
「弁 証学」 を講じてこられま騨轍欝 ｛糠

封 した。 本 書 は そ の 集 大 成 と 言 え ま す。 本 書 に は 二 つ の 特 徴 が あり ま す。

翻 ■ ｉｉ 薩
第一に・本書は日本語１こよる初めての本格的な弁証学の書物であること 嫉 欧米においては・

欄 ／ 「弁証学」 とタイトルのついた書物 が存在しています。 しかし、 日本語では、 全体を網 羅した弁証

。＿弾，＿秘
ぎ 学の書 物はこれまで一 冊も出版されたことがありませんでした。 その意味では、 日本のキリスト

。騨 雛 轡１撫 １
教界にとっても記念碑的な書物と言えるでしょう。 市川先生は、 神学校において他にも多くの科目

粥…・…・ を教えられましたが、 専門分野は
「弁証学」 でした。 その意 味では、 市川先生の神学が最も豊

かに展 開されている書物と言えます。

第二に、 原 理論 にとどまらず、 現実 的適応として各 論を展開しておられることです。 具体的には、
奇跡 の問題、

異言やいやしの問題、 さらに日本宣 教の課 題として冠婚葬 祭の問題を取り上げておられます。 これらの部分は、 身

近な信仰生活の問題を神学的に理解する手引きにもなるでしょう。 キリスト教の真理 性を弁証することは、 真理を伝

えるために欠かすことができません。 真理を伝え、真理を土台とする教会を建てるために、是非、お買い求めください。

魍曲出隔

まれ
、
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神学校図書館からの 豹知らせ

１ ２ 月 下 勾 に、 ホ ー ム ペ ー ジ （も廿Ｐ：〃ｋｒ†３．ｈｅ†） か ら
書 籍 検 索 が で き る よ う に なＬｉ ま 言 。

是非、 ご利用く ださい。
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２０１６年 神学校 主要行事予定

１月 ４日

５日

１０日

２月 ５日

１６日

３月 ４日

８日 （火）一１１日

１５日 （火）一１８日

（月）・ 一斉 開講準備

（火）● 第２学期開講講演 （講 師 宮崎契一講 師）

（日）● 入学 願書締め切り

（金）・ 全校 祈祷日 （講 師 金起泰先生）

（火）● 入学 試験

（金）● 第２学期最終講義

（金）・ リー ディング ・ ピリオド （含 補 講）

（金）● 学期 末試験

４月 ７日 （木）● 一 斉開講準備

８日 （金）● 第６７回 入 学 式、 ファン・
デア ・ヴァット専 任 教授 就 職 式、 及

び

就任 記念 開 講 講 演 （講 師 ：ファン・ デア ・ヴァット教 授）

５月１４日 ／２１ 日 ／２８日 ／６月４日● 信 徒 神 学講 座、 テーマ
「新 約 学」

（いずれも土曜日） （講師 吉田隆校長、 坂尾連太郎教師）

５月１９日 （木）一２０日 （金）● 神 学 校リトリート

６月１０日 （金）● 第３学期最終講義

１４日 （火）一１７日 （金）● リー ディング ・ ピリオド （含 補 講）

２１日 （火）一２４日 （金）● 学期 末 試験

２４日 （金）● 夏期 伝道派 遣式

２８日 （火）● 第６４回 卒 業 式

６月２９日 （水）一７月 ６日 （水）● ギリシャ語 文 法 集 中 講 義 （予 科 生）

７月 １日 （金）一８月３１日 （水）● 夏期 伝 道 （１、
２年 生）

７月 ８日 （金）一 ９日 （土）● 第４０回 夏 期 信 徒 講座

１２日 （火）一２９日 （金）・ ヘ ブライ語 文 法 集 中 講 義 （予 科 生）

８月 ９日 （火）一９月２日 （金）． ヘ ブライ語 文 法 集 中 講 義 （予 科 生）

９月 ５日 （月）・ 一 斉 開 講準 備

６日 （火）・ 第１学期開 講講演 会 （講師 木下 裕也講師）

９月２４日 ／１０月１日 ／８日 ／１５日 ● 信 徒 神 学講 座、 テ
ー マ 「組 織 神 学」

（いずれも土曜日） （講師 松田基教教 師、 石原知弘講師）

１０月１１日 （火）一１３日 （木）● 第７１回 定 期 大 会

１１月１８日 （金）・ 第１９回神戸改革 派・神戸 ルーテル神学校合同神学シンポジウム

１２月 ２日 （金）● 第１学 期 最 終 講 義 『

１２月 ６日 （火）一 ９日 （金）・リー ディン グ・ ピリオド （含 補 講）

１３日 （火）一１６日 （金）● 学期 末 試 験

１６日 （金）● クリスマス礼 拝 ・ 祝 会
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